
臼⊃
O
O
臼り

Z
ρ

1.は じめ に

本稿 は、中期朝鮮語1)、 特 に15世 紀 のハ ングル文献資料 につ いて、その電子 デー タ化 の

方法 を検討す る ものである。本稿 では特 に、ExtensibleMarkupLanguage(拡 張可能 マー

ク付 け言語 、XML)を 利 用 して文 献資料 を電子 デー タ化 す る際 、 どの ような問題 点が考

え られるか を整理す る。

言語 の歴 史的変化 を明 らか にす る上 で、文献 資料が重要 である ことは言 を侯た ない。 ま

た近年 には コンピュー タ技 術の発展 に よ り、 これ ら様 々な文献 資料 を電子 テキス トと して

デー タ化 し、コーパ ス を構築 して研究 に活用 する ことが容易 となった。朝鮮 語の文献資料

について も、大韓民 国の国立国語院 な どを中心 に電子デ ー タ化が進 め られてい るが、その

形式 は単純 なプ レー ンテキス ト形式で あるか、あるいは特定の ソフ トウェアに依拠 した形

式での入力 、配布 となってい る。 また、文献 内の さまざまな構造が反 映 されてお らず、検

索 な どの処理 にお いて 困難 を感 ず る ことが 少 な くない。 本稿 では、 これ らの不 便 を克服

し、朝 鮮語研究 に有用 な電子 デー タの作成 を 目指す とい う観点か ら、まず 資料 を電 子デー

タ化 する際の問題 点について整理 し、その解決策 を検討す る。

朝鮮語 の様 々な文 献資 料の うち、本稿 で は特 に15世 紀 のハ ングル文献 につ いて扱 う。

15世 紀半 ばのハ ングル創製 によ り、朝鮮語 の姿 を初 めて完 全な形 で とらえる ことがで きる

ように なった2)。近年 にはそ れ以前 の朝鮮語 につい て も多 くの研究が な されてい るが 、や

は り15世 紀ハ ングル文 献の持つ重要性 に変 わ りは ない。古 代朝 鮮語の研究 も、結 局 は15

世紀 の言語 を拠 りどころ として行なわれているためであ る。 この点で、15世 紀 のハ ングル

文献 を電子 デー タ化す る ことは、朝鮮 語 史研究 にお いて重要 な役割 を果 たす とい え よう。

電子 デー タと して蓄積 してお くこ とで、個 々の研究者が検索 ・参照 を容易 に行 な うこ とが

で き、また計量的 な研究が可能 となる。

さて前述 の通 り、 これ まで提供 されて きた朝鮮語文献 の電子化 テキ ス トは、文献 の内部

構造 をそれほ ど重視 せず、単純 なプ レー ンテキ ス トの形 で入力 された り、韓国内で主 に流

通す るワープロ ソフ トウェアの文書形式 に よ り配布 されていた。 こう した点で、 これまで
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の電子 デー タはその検索 や再利用が柔軟 に行 なえず、特 定の環境(ワ ープロ ソフ ト、オペ

レー テ ィングシステ ムな ど)で の み利用す る ための もので あっ た。以 下、 これ らの電子

デー タにつ いて簡単 に触れ てお く。

まず、プ レー ンテキ ス トの形式で 入力 された朝 鮮語文献の電子 デー タは、朝鮮語 史研 究

者 の問で流通 している もので、その形式 は概 ね以下 の通 りとなってい る:

例1:プ レー ンテ キス ト形式の朝鮮語文献電子 デー タ(一 部)

各行の始 めには文献名の略号 と巻数、 コロ ンに続 いてペ ージ とその表裏が 、「〈 〉」に

入れて表示 されてい る。例1の 「〈繹詳6二15a>」 は、 『釈 譜詳節』 巻六の第15張 表 を指す。

末尾 の ローマ字 が 「b」の場合 には張 次の裏 を指 してい る。文献 の各 ペー ジを1行 に入力

し、行頭 にマ ー クをつ け た形 で あ る。本 文 中に現 れ る注 釈(割 注)部 分 は 「[]」 で く

くって示 している。 フ ァイル 自体 はUnicode3)を 用い て記述 されている。

この電子 フ ァイルの利点 は、15世 紀か ら20世 紀 に至 る まで、影印 な どが手 に入 る文献

につい ては ほ とん ど網 羅 されて いる とい う点 であ ろ う。様 々 な検索 プログ ラム を利用 し

て、例 えば15世 紀の文献 のみ 、あるいは17世 紀以降 の資料 のみ を検索す る といった こと

が可 能である。

しか し、分 か ち書 きや記 号 の使 用 な ど入 力の 方式 が入 力者 に よって一定 してお らず、

ファイルの使用 に一定 の注 意が必要で ある。 また分 かち書 き と関連 して、あ る文節がペー

ジをまた ぐ場 合、文節単位 で前の行 に送 り込んで いる とい う問題 があ る。例 えば例1の1

行 目末尾 に 「舎衛國皇呈 フ}司 製τ1月」(舎 衛国 に行 くものがい たが)と あるが 、原資料で

は 「喫日 月」 の 「喫」 と 「日月」 の問でページが変わ ってい る。 原資料にお けるペ ージ区

切 りを示 すマ ー カーが ない ため、原 本の体 裁 を復 元す る とい うこ とが不 可能 であ る。他

に、諺 解4)部 分 だけで な く、漢文 や漢字音 まで入力 され てい るフ ァイル もあ るが、諺解部

分 と漢文部 分 とが 区別な く羅列 されてお り、諺 解部分 のみ検索 す るこ とが難 しい。 また、

これ らの電子 ファイル において は中期朝鮮語 に存在 した 「声調」5)を示 す傍 点が入力 されて

お らず、デー タと しては内容が十分で ない とい えよう6)。

また記述 に際 し、文書構 造 をマ ークア ップす るTEI(TextEncodingInitiative)7)ガ イ ド

ライ ンを用 いる場 合(3.1節 で後述)も あ ったが、 この構造 マ ー クア ップ を積 極 的に活用
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した事例 は、管見 の限 り多 くはない。例 えば韓 国におけ る韓 国語情報化 プロジェク ト 「21

世紀 世宗計画」 ホームペ ージでは、朝鮮語 史の文献 資料か ら用例 を検索 する ことがで きる

が、文献 に関す る詳細情報 を表示 す る際、著者や入力情報 な ど、TEIマ ー クア ップによる

情 報が示 され る。 ただ し、 同 じ く21世 紀世宗 計画が作 成、公 開 している コーパ ス 「ス¶香

魁号ヌ1」につい ては、 同時に配布 されてい る検索 プ ログラム 「量 君・1」で このマー クア ッ

プ を活用 しているわけではない ようであ る。

これ ら既 存の電子 デー タを利 用す る際 に生 じる不便 を克服す るため、本稿 では以下の点

を念頭 に置いて、 中期朝鮮語文献 をデー タ化す る方法 を検討 したい。即 ち、① 文献本来の

体裁 をおお よそ復元で きる こと、② 形態の検索 や索 引の作 成 な ど、言語研 究に応用 しやす

い形 式 を備 えてい るこ と、③利 用に特殊 なアプ リケー シ ョンを必要 としない こと、以上の

3点 である。① は主 に文献 の表示、② は研 究への活用 、③ は利用 に当た っての利便性 を念

頭 に置 いた ものであ る。 これ らの留 意点 を満 たす デー タ化の方 法 と して、本稿 で はXML

を用いたデー タの記 述 を提 案す る。

なお、言語研究 におけ るXMLの 活用事例 として、 日本 国内の研 究で は国立 国語研究所

編(2005)が 挙 げ られる。近代 日本語 の資料で ある雑誌 『太 陽』 をXMLに よ り電子 デー

タ化す るだけで な く、 コーパ ス と して利 用す る ための検索 、形式 変換 な どの ツール開発

(小木曽智信2005、 山口昌也2005な ど)も 行 なってお り、大 いに参考 となる。

また、本稿 の筆者 は既 に、 い くつかの 中期朝 鮮語文献 をXMLに よ り記 述 し、その電子

デー タをイ ンター ネ ッ ト上 で公開 してい る8)。 これについて は後で詳 しく述べ るが、公 開

当初 の 目的 は、 中期朝鮮語 の文献 につい て どこか らで も参照 で きる ようにす るこ とで あっ

た。 さま ざまな再 利用が可 能であ る と考 え、 まず はXMLを 利用 した。 本稿 で は、 これ ら

の作業か ら一歩進 んで、言語研 究の資料 として活用で きる電子 デー タの構築 につ いて検討

してみたい。
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2、XMLに ついて

2.1XMLの 概要

電 子 デー タ記述 の方法 を検 討す るの に先立 ち、 まず本 稿で利 用す る 「XML」 につ いて

簡単 に説 明 してお く。

XML(ExtensibleMarkupLanguage、 拡張可 能マー ク付 け言語9))は 、電子化 された文

書 の 交 換 や 多 目的 利 用 の た め に 考 案 さ れ た、SGML(StandardGeneralizedMarkup

Language、 標準 一般化 マ ーク付 け言 語)の サ ブセ ッ トで あ る。 イ ンターネ ッ トのホー ム
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ペ ー ジ記 述 に 用 い られ るHTMLIo)もSGMLに 基 づ い た コ ン ピュ ー タ言語 で あ るが、

HTMLは 文書 の表示 を主な 目的 としてお り、マ ーク付 けの ための タグ(tag)が 既 に決め

られ ている。それ に対 し、文書 の構 造記述 を主 眼 とす るXMLで は タグを 自由に定義で き

るのが特徴であ る。 開始 タグ(「 〈タグ名 〉」 の形式)と 終 了 タグ(「 〈/タ グ名 〉」の形式)

とで 囲み、要素 を記 述す る。それぞ れの要素 は、 さらに別の要素 を入れ子 にす ること もで

き る。 そ の 他 技 術 的 な 詳 細 に つ い て は、 芝 野 耕 司(2000)やWorldWideWeb

Consortium(W3C)の ホームペ ージな ど、 インターネ ッ ト上 の情報 を参照 されたい11)。

22な ぜXMLを 用 いるか

さて、本稿でXMLを 利 用す る理 由 と して、① 文書 を構 造化 して記述 で きる、② デー タ

の加工 、再利 用が容 易であ る、③文字符号化 方式(文 字 コー ド)と してUnicodeを 採 用 し

ている、な どといった点 が挙 げ られる。

まず㊦ について、 中期朝鮮語 に限 らず、文献資料 はその内部 にさまざまな構造 を持 って

いる。例 えば表題や 目次 など、「本文 」 と して扱 われ ない部分 であ る とか、あ るい は本 文

の中で も会話部分であ った り注 釈部分であ った りといった具合 に、単 に文字が並べ てあ る

とい うわけでは ない。文献 の物理 的構 造 につい て言 えば、欠損や落丁、 また欄外 の書 き込

みや校正 の痕跡 な ど、いろいろ な要素が存在す る。先の例1に 挙げた ようなデー タ記述は、

これ らの構 造の うちご く一部 、本文 と注釈の 区別な どを反映す るだけで あ り、その他 さま

ざまな構 造 につい ての情報 を盛 り込 むこ とがで きない。例 えば、地 の文 ではな く会話 部分

に現 れ る形式 につ いて検索 したい、注釈 部分 は除い て語句 を検索 したい な どとい った場

合、例1の よ うなデ ー タで はそ の実行が 困難 であ る。 それ に対 し、XMLを 利用 し、文献

の構 造 を定義 した タグを用い る ことで、 こう した文献 の構造 を記 述す る こ とが可能 とな

る。 また、文献の内容 だけでな く、刊 年や著者 な ど、文 献に関す る付加 的な情報 を盛 り込

む ことがで きる。 こう したXMLの 利点 を活か し、文献 のデ ー タ化 を日指 した ものが前 述

のTEIで ある。 しか し、TEIで は さま ざまな タイプの文献 を対象 と してお り、その体 系

は膨大 な もの になっている12)。 よって本稿 では まず、中期朝鮮語文献 に特化 した電子 デー

タ化 の枠組 み を考 える。

② について は、XSLT13)と い った技術やPerlな どのテキ ス ト処理 プロ グラム言語 を用い

て、 さまざまな形式 に加工す る ことがで きる とい う点 が挙 げ られ る。 ウェブブラ ウザな ど

を用い て表示す る よ う、HTMLな どへ 変換 した り、必要 な部分 だ け選択 して検 索 した り

といった ことも可 能であ る。
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さらに、中期朝 鮮語の文献 を電子 デー タと して記述す るにあたって、最 も重要 なのが③

で あ る とい えよ う。 中期朝 鮮語 には、現 代 では使 われ ない文字 や字形 が多 く含 まれてい

る。 また近代 の朝鮮語 文献 には 日本語 や中国語 の教科書 な どもあ り、その表示 にはハ ング

ル と漢字 だけで こと足 りる もので はない。従来 は中期朝鮮 語の入力 や表示 の際、「ア レア

ハ ングル」 な ど特定 のアプ リケー シ ョンが必要 であった。 しか しUnicodeで は、 これ らの

さまざ まな文字 集合 をひとつの枠組 みで扱 うことがで き、 テキス トエデ ィタがあれば ファ

イルを閲覧する ことがで きる。 アプ リケー シ ョンに依 存 しない14)と い う点 で、Unicodeを

サポー トす るXMLの 利用価他 は高 い と考 える。

n⊃
○
○
⑩
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3.XMLに よって記述を行なう際の問題点

では、上述 したXMLを 中期朝鮮語文献の電子データ化に用いる際、どのような問題が

考えられるか、以下で整理 してみる。本稿では、構造化の単位に関する問題、記号や入力

できない文字の処理について検討する。

3.1構 造化の基準 とな る単位

豊 島正 之(2001)、 近藤 泰弘(2003、2004)な どで も取 り上 げ られてい るが、文献 資料

を電 子デー タ として記述す る際、 どの ように構造化 を行な うか とい う問題が ある。例えば

近藤泰弘(2003二72)で は、 日本 の古 典語 コーパ スに含 まれ る文書構造 として以下の4つ

を挙 げている:

1作 品の論理構 造(巻 ・章 ・個 々の和 歌(そ の属性 と しての歌番号 ・作者名)・ 章

節 名)

2原 写本 ・刊 本の物理 的構造 や表記(冊 ・丁数 ・表 ・裏 ・行数等)

3翻 字 印刷 された活字 本の物理 的構造(冊 ・ペー ジ数 ・行数等)

4文 書 中に現 れる様 々な諸要素(傍 訓 ・ル ビ ・小書 き ・割 り注 ・虫食 ・字種等)

これらの構造のうち、どれを基本のブロックとしてデータ記述を行なうか という点が大

きな問題であるが、これは中期朝鮮語文献の場合 も同様である。筆者が作成 した中期朝鮮

語の電子データでは、上記の うち2に 該当する、原資料の物理的構造や表記を生かした方

法を採用 した。以下に例を見てみよう(各 行左端に行番号を付 した):
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例2 筆者が作成 した中期朝鮮語電子データの例(『 阿弥陀経諺解』活字本、1461年?)

1:

2:

3:

4:

5:

6:

7:

8:

9:

10:

11:

12:

13:

14:

15:

16:

17:

18:

19:

20:

21:

22:

23:

24:

25:

26:

27:

28:

例2で は、「book」 とい うル ー ト要 素 を最 上 位 と して、 そ の下 位 に 「title」(文献 の表

題 、 ここでは内題)、 「info」(文献 に関す る情報)、 「text」(本 文)と い う3つ の要素 を配

置 した もの であ る。 「book」 要 素 の属性(attribute)と して 「name」 属 性 を与 えてい る

が、 これは文献 の略称 を指す。また、「info」要素 は 「source」(出 典)、 「input」(入 力者)、

「date」(入 力 あるい は修 正 の 日付)と い った要素 を含 んで い るが、 これ らの要素 につい
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ては再考 の余地 があ るだ ろ う。 本文(「text」 要 素)は 複数 の 「page」 要素 か らな り、 ま

た 「page」 要素 は複 数の行 、つ ま り 「line」要素 を含 む。「page」 要素 の 「no」属 性 は張

次の番号 を、「side」属 性 は表(a)、 裏(b)を 表 してい る。「1ine」要素 も同様 であ るが、

「type」 属性 は本文(t)と 注釈(n)を 示す。 「note」要素 は注釈部分 を指 して いる。 本文

と注 釈 を示 す記 号や 、「=」 や 「A」 とい った記号 につ いて は、主 に趙義 成(2000、2005)

や呈 到想(2002)を 参 考 に した。 また、「・」や 「:」 とい った記号 に よ り、声 調の傍 点

を示 した。 この ように して作成 したXMLフ ァイルを、XSLス タイルシー トに よりウェブ

ブラウザで表示で きるよ うに した例が 、以下 に示 す図1で あ る

Z
O
d

図1ウ ェブブ ラウザにおける 「阿弥陀経諺解」 フ ァイルの表示例

こ こでは 「title」要素 を見 出 しとして配置 し、「info」要素 に含 まれ る内容 を付加情 報 と

して表示 した。「text」以下、 本文の内容 について は行 ごとに枠 で くくり、「張次」 「表裏」

「行数」 を左端 に表示 してある151。 また、注釈部分 は色 を変えて表示す るように した。

この電子 デ ー タは、文 献の物 理的構:造をそ の まま タグで置 き換 えて表現 した ものであ

り、例2の ようなデー タは、文献 の体裁 にあ わせ た表示 には向い ているが、その内容 を検

索 した りする場合には、文の単位でテクス トを切 り出した りするなどの加工作業が必要 と

なる。特 に、例2の20行 目、23行 目、26行 目を見る と、全て ひ と続 きの注釈 部分であ る

中期朝鮮語文献の電子データ構築 に関するいくつかの間題8、
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に もかかわ らず、複数行 に またが ってい るために、別個の 「note」要素 となって しまって

いる。 これ は、要素 は必 ず入れ子 になってい なけれ ばな らない とい うXMLの 制約 に よる

ものであ る。 この細切れ になった部分 をどうや ってつ なげるか、検討す る必要が あるだろ

う。

そ れに対 し、「文」 や 「章」 とい った文献 内容 の論理構 造 を基準 と して記述 した場 合、

どの ような問題が あるだろ うか。論 理構造 を基本 とした構造化 の例 と して、TEIに よる中

期朝 鮮語文献のマー クアップ(21世 紀世宗計画 ホームペー ジにて配布)や 、 日本の 「太陽

コーパ ス」(国 立 国語研 究所編2005)な どがあ る。 ただ し、いずれ も文や形態素 とい った

レベ ルまで細分化 して構 造化 してい るわけで はない。

まず 、TEIに よる中期朝鮮語 文献 のマー クア ップの例 を見てみ よう。 『蒙 山和 尚法語略

録諺解』(1472年 刊)を 入力 した ファイルか ら、一部 を抜 粋す る:

例3:TEIに よるマ ークア ップの例(「 蒙 山和 尚法語 略録諺解』)

例3で は、「pb」(pagebreak)と 「P」(paragraph)の2つ の タグが使 われてい る。 入

力 されて いるのは漢文 を除い た諺 解部分 であ り、例3に 示 したのは第13張 の表 と裏 に ま

たが った部分 である。元 の文献 は以下の通 りとな ってい る16):
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沁
○
○
⑩

Z
P
α

図2:『 蒙山和尚法語略録諺解』第13張 表(右 図)と 裏(左 図)

上の図2で 、それぞ れ1字 下 げで始 まってい る段落が諺解 部分 であ る。例3に おい て 「p」

タグで 囲 まれてい るのは、基本 的に この1字 下 げの部分 に該 当す る。 この 「p」タグで囲

まれた部分には、1つ 以上 の文が含 まれてい る。た だ し、13張 の表か ら裏へ またがる 「衆

生 。1叫 佛 性 ・1喫 囚入1L1」(衆 生 がみ な仏性が あるが)と い う部 分(例3の4行 目か ら5

行 目)で は、文の途 中であ るに もかか わ らず、「佛性 ゜1(仏 性が)」 の後 ろで 「p」タグが

閉 じられてい る。結局、何 を基準 と して 「P」タグを使用 しているのか とい う点が曖昧 で

ある。 また、文の終 わ りを示す マー カー もない。検索や索 引作 成 など何 らかの処理 を行 な

う際 に、 この ま まで は文 を単位 として処理 す る こ ともで きず、 また段 落 を単位 と して処

理 す ると文 の途中で切 れて しま うとい うこ とになって しま う。 この問題 はつ まるところ、

デー タをどの ように活用す るか といった明確 な 目的が な く、デー タの処理方法 まで考 えず

にデー タ化 を行 なってい るため と見受 け られ る。 デー タ化 の枠組 み に、あ る程度 の汎用性

を持 たせ る必 要はあ るだろうが 、 どの ように処理す るか とい うことを念頭 にお いて、デー

タ記述 の枠組み を設定 しなければな らない と考 える。

さて、文献 内容 の論 理構 造 を基準 として デ ー タ記 述 した もう1つ の例 と して、「太陽

コーパ ス」 を挙 げた。 その設計概 要(田 中牧郎2005:31)で は 「言語 の階層構造 に即 し

た厳密 な構造 化 は行 わず、文の認定 も行 わ ない」 としている。 しか しコンピュータで処理

す る場 合 な どに備 えて、「段 落や文の認 定 に代 わ る便宜 的な切れ 目を設 けて構造 化 を行 っ

中期朝鮮語文献の電子データ構築に関するいくつかの問題 総
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た」 とい う。例 を見てみ よう

例4:「 太 陽コーパ ス」 のデー タ記述例(1895年1号 、「太陽の発刊 」 よ り)

例4に 見 え る とお り、「。」 また は 「、」 で 区切 られた範 囲 を 「擬 似 的 な文」(出 中牧 郎

2005二31)と して 「s」タグでマー クア ップ してい る。 これ に よ り、厳密 には 「文」 で は

ないが、 ある程 度の 区切 れ を単位 として処理 を行 な うこ とが可 能 となっている。実際 に、

「太陽 コーパ ス」 か ら検索 を行 なうアプ リケー シ ョン 「たん ぽぽ」 は、 この 「s」要素 を1

つずつ読み込んでそれぞれに検索 処理 を行 なってい る(小 木曽智信2005:103)。

また、例4で は 『太陽』 原文 での位 置 を示す の に、空 要素 「1」とその属性 「位 置」 を

用いてい る。原文 テキス ト内でのペー ジ区切 りや位置 を示す この ような方法 は、先のTEI

によるマー クア ップ 「pb」(pagebreak)と 同様で ある。

以上 、文献 の物理 的構造 を基準 と したデー タ記述 、そ して文献内容 の論理構造 を基準 と

したデ ー タ記述 について見て きた。いず れの場 合に も長所 と短所が ある と思われ るが、検

索 や索 引作 成の便 を考 えれ ば、 後者 の方法が よ り利 用 しやすい ので はない か と考 え られ

る。検索 や索 引の作 成は、結局の ところ言語上 の単 位 を対象 として行 な うのであ って、資

料 におけるペー ジ区切 りな どといった物理 的 な構造 は、優先度が よ り低 い とい えよう。 も

ちろん、 出現箇所 を示す ため に張 次や行番号 な どは必要 であ る。 そのた め、「太陽 コーパ

ス」の ように 「文」(あ るい は 「擬似 的な文」)を 基本単位 として、その中間 にペ ージ区切

りを挿 入 してい く方法が有効 ではないか と考 える。特 に、厳密 に 「文」 とい う区切 りを設

定す るので はな く、ある程度 ゆるやか な枠組み を もって、その単 位 を設定 してい くのが望

ま しいだろ う17)。

なお、文 よ りも下位 の単位 と して 「文節」 な どを設定す るか どうか とい う点 につ いて も

検 討すべ きであ るが、本稿 では扱 わず、今後の課題 と したい。



3.2傍 点や入力できない文字などの扱い

3.2.1傍 点の処理

先 に中期朝鮮 語文献の例 と して、図2に 図版 を掲 げた。それ を見れば分か るように、そ

れぞ れのハ ングルの左側 に、声 調 を表す傍点(註5を 参照)が つ いている。 これ をデー タ

として どの ように記述 す るか とい う問題が ある。本稿で は今の ところ この問題 に対 す る答

えを持 ってい ないが、2つ の方法 を考 えうる。

まず、文献の電子 デー タ自体 を記述す る際 に、それぞれの文字 ご とに タグをつけ、その

属性 に傍 点情報 を与 える とい う方法 であ る。例 えば図2の 第13張 表 、4行 目か ら5行 目

にか けて 「:喫・日1(判・丘 」(ど う してか?)と い う部分が あ る。「:喫」 が上声 、「・司」「・h」

がそれぞれ去声 、傍点の ない 「明」 は平声 を示す 。 この 「:喫・司(小h」 をデー タと して記

述する際 に、以下の ように行 なうことがで きよ う:

錆δ
O
O
⑩

Z
P
窃

例5ニ デ ー タ記述 における傍 点の処理例

〈tpitch="r"〉 喫</t>〈tpitch=韓h"〉 則</t>明 〈tpitch="h"〉 玉ヱ</t>

ここで は 「t」(tone)と い うタグを設定 し、その属性 「pitch」に上声(上 昇調)で あれ

ば 「r」(rising)、 去声(高 調)で あ れば 「h」(high)を 記 述 す る。 平声 は 「t」タグで囲

まない。 しか し、 ひ とつの文節 が細切れ になって ファイルの可読性 があ ま り高 くな く、入

力の手間 もかか るため、 この方法 はさ らに検討 してみる必要 があるだろ う。

もうひ とつの方法 は、「:9ひ日回 吐 」 とその まま傍 点 をつ けて記述 してお き、検 索や索

引作成 の処理 を行 な う段階 で これ らの傍 点 を無 視す る とい う ものであ る。 いず れ にせ よ、

どの よ うな検索 を行 な うか、 また どの ような処理 を行 な うか とい う点 を明確 に し、 その上

で記述の方法 を検 討すべ きであ るだろ う。

3.22入 力できない文字の表示な どについて

また、 コンピュー タ上で入力で きない文 字、あ るいは表示 で きない文字 な どが ある。特

に漢字 の入力 ・表示 にお いて、 フ ォン トに存在 しないケー スな どがあ り、 問題 が生 じる。

例 と して、 「阿弥 陀経諺解』(活 字本)の 第3張 表9行 目、「阿■棲駄」(阿 那律 の別称18))

とい う部分 を挙 げてお く。 この■ の部分 は、「少 」 と 「免」 を上下 に組み合 わせた漢字が

該:当す る。筆者 が既 に公開 してい る電子 デー タで は、「今昔文字鏡 」19)の文字番号 に よ り記

述 する ことと した。先の■ に該 当する漢字 は 「今昔 文字鏡」の番号 で 「007511」 が割 り当

中期朝鮮語文献の電子データ構築に関するいくつかの問題85
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て られている。 この番号 を利用 して、表示 す る際 にGIFイ メージを埋め込 む こともで きる

だろ うが、公開 している ファイルで は 「阿(午=007511)棲 駄」 の ように、漢字音 と文字

鏡番号 とをカ ッコで くくって表示 す るのみ と した。

「今昔文字鏡 」 に収録 され ている場 合 は上記 の よ うに処理す る ことが で きるが 、未収録

の漢字や記号 の場合、処理が 困難 であ る。偏や労の組 み合わせ などをカ ッコに入れて表示

す る方法 な どが考 え うるが、検索 や表示の際 にどう処理す るか、検討すべ き課題 である。

4.お わりに

本稿では、中期朝鮮語の文献 を電子文書 として記述する際に、どのような問題が考えら

れるか検討 した。本稿で扱 ったのは、データ記述の際に構造化の基準 とす る単位の問題、

傍点や入力で きない漢字の処理についての問題である。ここではそれぞれの問題につい

ていくつかの例を整理 したのみで、データ記述の方法を明確 に打ち出すことができなかっ

た。

他に、本稿で扱わなかった問題 として、形態素解析に関連する問題、虫食いや落丁など

による欠損についての問題などがある。

中期朝鮮語では表記の様相がさまざまに現われ、特定の形態を検索するのに困難 を感 じ

ることが少なくない。この負担 を軽減するためにも、形態素解析を行なって、その結果を

検索に利用することができるのが望ましい。 しかし、個別の形態素自体をどのように規定

するか、基本となる形態 をどのように設定するかという問題 もあ り、今後 さらに検討 しな

ければならないだろう。

また、欠損により文献の一部が欠落 している場合、どのような処理を行なうかという問

題がある。語の中間、あるいは末尾が欠落 している場合、その部分を補 うのか。落丁があ

る場合には、それを示す空要素タグを挿入するべきか。

これ らの課題について今後 さらに検討 し、い くつかの文献を実際に電子デー タ化 して、

データ記述のための枠組みを構築 していきたいと考える。

注

1)朝 鮮語史の時代区分について、本稿では河野六郎(1955:428)に よる以下の区分に従 う

古代朝鮮語 諺文発明(1443年)以 前

中期朝鮮語1443年 より1592年 の壬辰の役まで(15世 紀中葉から16世 紀末まで)

近世朝鮮語 それ以降現代 まで
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6)

7)

8)

9)

ハ ン グ ル 創 製 以 前 に は 、 漢 字 の音 や 訓 を用 い た い わ ゆ る 「借 字 表 記 」 が 行 な わ れ て い た。

借 字 表 記 を は じめ とす る朝 鮮 語 史 の 概 要 に つ い て は 、 李 基 文(1972;1975)な ど を参 照 の

こ と。

世 界 の さ ま ざ ま な 文 字 を 一 つ の 文 字 コ ー ド に 収 め る と い う 目標 の も と に 、Unicode

Consortiumを 中心 に 開 発 が 進 め られ て い る文 字 コ ー ド体 系 。 詳 細 はUnicodeConsortium

の ホ ー ム ペ ー ジ、 安 岡 孝 一 ・安 岡 素 子(1999)な どを参 照 の こ と。

15世 紀 半 ば の ハ ン グ ル創 製 以 降 、 ハ ン グ ル は 主 に仏 教 経 典 な どの 翻 訳 に用 い られ た 。 そ れ

らの 文 献 は 通 常 、 経 典 の 原 文 を漢 文 で 示 し、 そ れ に ハ ン グ ル に よ る 翻 訳 、 即 ち 「諺 解 」 を

付 す とい う形 式 と な って い る。

「声 調 」 とい っ て も中 国 語 にお け る そ れ とは 異 な り、 高 低 の ア ク セ ン トを示 す もの で あ っ た

とい わ れ る 。 低 調(無 点)、 高 調(一 点)、 上 昇 調(二 点)の よ う に 、 文 字 の 横 に点 をつ け

る こ とで 示 した 。

この 点 につ い て は、 既 に趙 義 成(2000)の 指 摘 が あ る 。

人 文 科 学 の 文 献 資 料 な ど を 電 子 化 す る た め の 標 準 策 定 を 目指 す プ ロ ジ ェ ク ト。 「言 語 デ ー

タ をSGMLに 基 づ い て テ キ ス トと して流 通 させ る 為 の 、 文 書 諸 要 素(element)の 定 義 集 」

(豊 島正 之1994;2000:2)。XMLア プ リケ ー シ ョンの 一 つ で もあ る。 概 要 に つ い て はTEI

ホ ー ム ペ ー ジ、 な 咽 旦(2003)な どを参 照 の こ と。

「MEMORANDUM一 資料 室 」(http://porocise.hp.infoseek.cojp/archive/)を 参 照 。

以 下 、XML関 連 の用 語 につ い て は 、 芝野 耕 司(2000)を 参 考 に した 。

h⊃
O
O
①

Z
ρ

10)HyperTextMarkupLanguageの こ と。 イン タ ー ネ ッ ト上 の 文 書 を記 述 す るた め の 言 語 で

あ り、複 数 の 文 書 を む す びつ け る ハ イパ ー リ ン ク や 、 画 像 、 表 の 表 示 な ど、 様 々な 表 現 力

を持 って い る。

11)言 語 コー パ ス構築 に お け るXMLの タ グ付 け の 例 と して は 、 国 立 国 語 研 究 所 の 言 語 コ ーパ

ス整 備 計 画 「KOTONOHA」 ホ ー ム ペ ー ジ 内 「電 子 化 形 式 」 が 分 か りや す い 。

12)単 純 に分 量 で 計 算 で きる わ け で は な い が 、TEIConsortiumで 配 布 して い る最 新 の 第5版 ガ

イ ドラ イン は、1300ペ ー ジ を超 え る 大 部 な もの で あ る。

13)XSLTransformations、XSL変 換 と も。XML文 書 の構造 を 変換 す る た め の 言 語 で あ る 。

14)た だ し、 ア プ リケ ー シ ョン に は 依 存 しな い もの の 、 そ の 表 示 に は 中 期 朝 鮮 語 で 用 い られ る

字 形 、 い わ ゆ る 「古 ハ ン グ ル(劇 尋 暑)」 を収 録 した フ ォ ン トが 必 要 で あ る。 筆 者 ホ ー ム

ペ ー ジ の 「中 期 朝 鮮 語 とUnicode」(http://porocise.hp.infoseek.cojp/memo/mk _uni.html)

を参 照 。

15)例 え ば 「02bO9」 で あ れ ば 、 第2張 の 裏 、9行 目 を指 して い る。

16)図2の 画 像 は 、韓 国 の 国 立 国 語 院 が 運 営 す る 「司 ス梶 皇 尋 暑 叫 号 君 」(デ ジ タル ハ ング ル博

物 館)ホ ー ムペ ー ジ よ りダ ウ ン ロー ド した もの で あ る。

中期朝鮮語文献の電子データ構築に関するいくつかの間題 解
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17)文 の 認 定 と関 連 して 、 中期 朝 鮮 語 に お い て 終 止 形 語 尾 を基 準 に 「文 」 を認 定 す る と、 ひ と

つ の 文 が 極 端 に長 くな って し ま う場 合 が あ る 。 ま た 、 李 賢 煕(1994)で 言 及 され て い る よ

う に、 一 部 の接 続 形 語 尾 は 意 味 段 落 を成 す こ とが あ る。 よ っ て 、 終 止 形 語 尾 の 出現 を もっ

て 「文 」 とす る よ り も、終 止 形 語 尾 と一 部 の 接 続 形 語 尾 とを 「擬 似 的 な 文 」 の 区切 り とす

るの が 適 当 で は ない か と考 え る。

18)「 総 合佛 教 大 辞 典 』 に よる。

19)「 今 昔 文 字 鏡 」 は、10万 字 を超 え る漢 字 を収 録 した フ ォ ン トパ ッケ ー ジ。 文 字 鏡 研 究 会 の

ホ ー ムペ ー ジ を参 照 の こ と。 「フ ォ ン トセ ン ター 」 で 収 録 文 字 の検 索 な ど を行 な う こ とが で

き る(http://wwwmojikyo.org/html/fontcenter/giflinkhtm1)。
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